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希望していた密な支援にや

りがいを実感 

「答えは常に相手の中に」

が支援のコツ 

――中小企業活性化事業へ携わった経緯 

 民間企業にて経営企画の業務に携わる

中で、平成３０年に中小企業診断士の資格

を取得しました。企業内診断士として副業

のような形で支援業務の経験を積み、より

深く中小企業支援に関わりたいという思

いから、令和２年に個人事務所を開設しま

した。宮崎県中小企業診断士協会から紹介

があり、中小企業活性化事業の経営改善・

事業再生支援に携わるようになりました。

元々、宮崎県よろず支援拠点のコーディネ

ーターをしており、協議会の担当者とも意

見交換等を通して中小企業活性化事業を

理解していたので、違和感なく経営改善・

事業再生支援等に取り組むことができま

した。 

前職では、支援企業の基幹事業の改善や

予算実績管理、新規事業の立ち上げ等、融

資を受ける側としての目線で事業の将来
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性や期待値があるかないかを評価してき

ましたが、中小企業活性化事業では、「いま

何をすべきか」「資金繰りをどうするのか」

等、今までの視点とは真逆の支援でした。

中小企業活性化事業において、経営改善・

事業再生支援に携わるうちに金融機関等

の債権者が実務上どのように案件の取り

扱いを行っているのかという視点を持つ

ようになり、結果として普段の中小企業支

援においても支援内容の向上につながっ

ています。 

 

――経営改善・事業再生支援のやりがい 

 経営者や金融機関等の関係者間の意見

を調整する立場として支援に携わります。

当月の資金繰りにも苦しむ経営者と一緒

になって悩み考え、厳しい局面をなんとか

乗り切った時には、大きなやりがいを感じ

ます。 

また、調整がうまくいって、金融機関や

経営者の方から感謝の言葉をいただくこ

ともあり、その時は自分のこれまで積み上

げてきた考え方や経験が役に立っている

と実感できます。経営改善計画策定後、経

営者の一生懸命な取組により実行中の計

画において、中間報告や決算書等で業績改

善した数値をみると一緒に頑張ってきて

良かったとも強く思います。 

 

――経営改善・事業再生支援の難しさ・ポ

イント 

 協議会の支援を必要としている企業の

多くは、事業面・財務面に経営課題を抱え

ており、早急な支援が求められます。その

ため、支援方法の選択肢が限られる中で実

効性のある経営戦略を組み立てていく難

しさがあります。経営改善支援においては、

支援企業の業績の悪い部分に注目してし

まいがちですが、私自身まずは、支援企業

の業績の良い部分に注目して、さらなる磨

き上げ支援を行うことを大事にしていま

す。 

また、必ずしも支援企業の属する業界に

私自身が精通しているとは限らないため、



独自で業界研究を行い、背景知識を学んだ

上で支援に取り組んでいます。業界の専門

である経営者に対して新しい取組等を提

案するのではなく、ヒアリング等を通して

経営者の考えを整理し言語化することで、

自らの経営課題に気づいてもらい、目標を

明確にしていただくことを心がけていま

す。課題が明確になることで、目標を達成

するための支援の道筋について共通認識

を持つことができます。モットーは「答え

は常に相手の中にある」です。 

 

――中小企業活性化事業に関心がある方

へ 

 中小企業活性化事業における経営改善・

事業再生支援では、経営上の様々な悩み、

問題を抱えた経営者を支援します。支援を

進めるうえで困難に直面することも多く

ありますが、これまで培った調査分析や事

業性評価等の知識と経験を駆使し、１つず

つ問題を解決していきます。だからこそ、

やりがいを実感できることも多い仕事で

す。支援を行う上で重要だと考えているこ

とは、①債権者に限らず、あらゆる関係者

との密なコミュニケーションを取り、タイ

ムリーな支援を心がけること、②実務的な

様式を準備するだけでなく、どこまで経営

者のことを理解し、また、自分自身のこと

も理解してもらうかという気持ちを忘れ

ないことです。お互いの理解なしに深い話

は進みません。相談者の話を聞く中で、解

決すべき経営課題の優先順位をしっかり

決められれば、身構えずに中小企業活性化

事業にも関与できるのではないでしょう

か。 

 

 

支援に携わった具体事例 

中小企業活性化協議会の補

助事業の活用 

目標設定で経営者と社員の

理解が深まる 
 



――支援に至った経緯 

 支援企業は建設業を営んでおり、当初業

績が良かったため金融機関より融資を受

け、本社の移転等の大きい投資を実施して

いました。しかし、その後、業績不振によ

る運転資金の借入金等が続いたことから

資金繰り支援が必要な状態となり、相談を

受けました。 

支援企業は、元々仕事自体は忙しく、多

くの工事に関わっていたものの、工事の下

請け企業へ職人を派遣するケースが大半

でした。反面、遠方への出張等採算がとれ

ない仕事も受注しており、コスト過多にな

っていました。 

――具体的な支援内容 

支援企業は当時、コスト過多に陥ってい

たものの、請け負っている仕事自体が社会

インフラ上で欠かせない工事に関わるも

のであり、今後も需要が続く分野だったこ

とから、経営改善計画策定支援事業（４０

５事業）を活用して経営改善を目指すこと

に決めました。事業 DDを通じた工事案件

ごとの採算性の分析や、損益分岐点売上高

の算定による月間と年間の受注目標の設

定等、適正価格で仕事を受注する体制を作

ることから始めました。対話による支援を

通じて経営課題に対する経営者と社員の

理解を深めた上で、士気を高め、既存の取

引先に対する価格交渉と新規の取引先開

拓を着実に進めました。 

また、資金繰り支援としては、まず赤字

による運転資金の流出を止めるため、借入

金の返済停止とリスケを実施しました。た

だし、支援開始直前に実行された借換えに

より発生した真水分に関しては優先弁済

扱いとされたため、その一部を除いた残高

プログラム（※）で返済計画を作成しまし

た。 

※融資残高に応じて、返済額を比例配分すること。 



 

――支援後の状況 

 現在は、売上が伸びて、少しずつ経営改

善が見られ、資金繰り表についても一緒に

作成していくうちに、経営者自身でも作成

できるようになりました。工事の確かな技

術を持ちながら半年先の資金需要につい

ても事前に金融機関へ相談できる体制が

でき、自走化の準備が整ってきています。 

 

――当時を振り返って（中小企業活性化協

議会担当者） 

 メイン銀行からの「技術力はあるも、採

算・計数管理指導を含めて計画策定が必要」

との助言を受け、メイン銀行同席のもと、

事業者と面談しました。計画策定後も十分

な伴走支援が必要と判断し、伴走支援も熱

心に実施される下松先生をご紹介しまし

た。計画策定中は、繁忙な事業者に対し、

粘り強くヒアリングされ、また金融団会議



では、工事代金引当融資の弁済方法につい

て、金融機関と調整される等、事業者に寄

り添った支援をしていただきました。結果、

利益も黒字転換し、現在も資金繰り相談や

メイン銀行との橋渡しもしていただいて

います。 


